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• オックスフォード大学出版局について
• 伝統的なモデル：過去
• 現行のモデル: 現在
• 検討中のモデル: 未来

要約



オックスフォード大学出版局

•世界でもっとも古い大学出版局

• 1478年、大学の一部として設立

•年間4,500タイトル以上の書籍を出版

•世界中で50以上の現地事業部をもつ

• 日本、中国、オーストラリア、ニューヨーク、スペイン、香港、パキスタンなど

•世界中で3,700人を雇用

•さまざまな部門

• ジャーナル、ＥＬＴ，インターナショナル、アカデミック、教材、辞書

•オックスフォードジャーナル ー 出版局内に新しく設立された部門

• 約200タイトル：2008年に10タイトル以上を新たらにタイトル追加

• 学会誌の出版者



オックスフォードジャーナル



OUPの主な著作物



伝統的なモデル：過去

予約購読と、関連する予約購読以外の販売活動

•伝統的な予約購読の販売：印刷物によって形成

• 図書館及び研究機関が印刷物の対価を支払う（「読者」支払い）

• 主なマーケットは研究機関・団体

• アクセスを妨げる「障壁」

• 購読料は、ジャーナルのすべての定期的掲載内容を含む

• 地理的に広範囲な普及が困難

• スペシャル・セールス: 発行部数、普及の度合い、権威によって可能となる

• 製薬及び企業セクターに対しては予約購読以外の販売に重点

• 別刷り、サプリメント、そして広告



予約購読のための営業：過去

図書館及び研究機関が予約購読

• 直接的な販売と、（エージェントを介する）間接的販売

• 印刷時の刷版が価格を設定、販売部数と販売相手の範囲を決定

• 個々のジャーナルタイトルに重点をおく

• 非予約購読販売においても、予約購読が決定要因で印刷が基礎となる

•別刷り、印刷版サプリメント

•広告主は、広告が到達範囲を求める

•許諾を受けて印刷付随物を刊行：翻訳、抜粋版、テーマ別論文集



進化圧

• 高価格と予算的な制限

• 重複予約

• 印刷物と保管場所と長期保存のデマンド

• 利用量測定は挑戦課題

• コレクション全体の重視

• 技術の進歩と可能性

• 研究者からのデマンド

• 財源の変化と研究機関にとっての優先度

• 論文をとりまく経済状況

• 研究行動の変化



現行のモデル：現在

• コンソーシアム販売

•ライセンシング

•著者による刊行費用負担

•広告ベースのモデル

•論文をとりまく経済状況



コンソーシアム販売

• 図書館・研究機関がグループを構成

• ジャーナル・コレクションを購入

• マルチサイト

• アーカイブ販売

• ビッグ・ディール

• 交渉及び顧客管理のデマンド

• 保存

• 個々のジャーナルの「価値づけ」に関する問題

• より高い国際普及率

• 以前は購読されていなかったジャーナルの利用度が上昇



ライセンシング・モデル

•アグリゲーター

•翻訳

•ローカル版と抜粋版

•デジタル化が進展

•「期間限定」のアクセス

•クライアントのために企業が購入



著者が費用負担：オープンアクセス



オープンアクセス・モデル

•完全なオープンアクセス

•部分的なオープンアクセス

•猶予期間付きオープンアクセス

•無料リンキング（ハイワイア、HW）

•ジャーナルおよび特集セクション

•開発途上国

•著者最終稿



著者に対する請求

•カラーチャージ

• カラー印刷を著者が費用負担

•ページチャージ

• 採択後に、出版ページ数に応じて著者が支払う

• 神経科学など、一部の領域では確立

•投稿料

• 投稿時に著者が支払う。採否に関係なく費用が発生するため

•オープンアクセス

• 購読のアクセス・バリアを超えて論文を提供するために、著者が費用を
負担



広告ベース・モデル

•到達範囲をコントロール：新しくはないが、進化しつづけている

•分野に基づいたオンライン・コレクション
• OncoStat: http://www.oncologystat.com/index.html

OncologySTATの使命は、医療関係専門家たちに入手可能な、最も信頼できる証拠に基づいた情報へ迅速に統合アクセスする環境を提供することに
よって、世界のがん治療とがん予防を改善することである。国際的な保健衛生に対してOncologySTATがもつ責務は、出版者、学会、スポンサーのい
ずれからも中立な形で、世界中のあらゆる地域からのニュース、リサーチ、教育及び分析がオンライン環境において利用可能とすることを保証するこ
とである。OncologySTATはオンライン広告、スポンサーの賛助、教育研究助成によって商業的に資金を得ている。本サイトにユーザー登録すれば、
OncologySTATへの個人のアクセスは無料である。
我々への資金援助はどのような性質のものか
OncologySTATは商業的に資金を得ている製品であるが、他方で、高いレベルの学術的厳密さ、客観性、またすべてのエルゼビア社製品に対して公
平なバランスを維持している。本サイト上のいかなる編集内容も、資金提供スポンサーあるいは学会側コンテンツ提供者によって一切影響されていな
い。
教育プログラム
本サイトは、eCME/CMEプログラムに対して、それが認証を受けているか否かを問わず、がんの治療と研究に携わる世界中の専門家を特定してオン
ライン配信するためのチャンネルを提供する。OncologySTATは、リアルタイムのインタラクティブな教育プログラムの提供を促進し、また、一定期間、
既存の教育コンテンツをオンデマンドで搭載、配布することを可能する。OncologySTATのプロフェッショナル・プログラムに関して詳細をお問い合わせ
の方は、マーク・フラニック（ m.flanick@elsevier.com）まで。
戦略的連携

OncologySTATは、高品質な基礎・臨床・トランスレーショナル医療関係の研究論文、ニュース、会議報告、独自コンテンツ、そして一般に認知された
出版者、学会及び研究機関からの教育プログラムの掲載を求めている。また、がん情報・がん研究成果を提供する信頼できるウェブサイトとの相互リ
ンクも歓迎している。
エルゼビア社は、がん研究に重点をおいたエンドユーザ向けポータル、OncologySTAT(www.oncologystat.com)を設立した。本サイトは広範囲に及ぶ
コンテンツをもつサイトであり、エルゼビア社から出版される100以上のがん関連ジャーナルより選択された最近の論文（1年以内に限る）、そして、化
学療法レジメン、薬物相互作用のデータベース、さらに、ポッドキャストや動画ネットワークなどのマルチメディア・コンテンツを含んでいる。しかし、この
新しいサービスについてよせられた多くのコメントは、そのビジネスモデル、すなわち、登録ユーザーに対して無料提供、費用負担は広告主というモデ
ルに関するものである。このようなモデルの成功がいつかはエルゼビア社の刊行物の利用者の苦しみいつか緩和させるかもしれないというような期
待が一気に展開した一方、エルゼビア社の担当者からの声明と現在のシステムデザインのどちらを見ても、新しいポータルの目的は、「マイグレー
ション」と「共食い現象」によって既存の収益が損なわれることなく、エンドユーザーに対する新しいサービスを通して新しい収入源を得る方法を発見す
ることだというをと裏付けているように思われる。



論文をとりまく経済状況

•サーチエンジンとメタデータ

•コンテンツへのリンク

•著者へのリンクと著者自身によるアーカイビング

•閲覧ごとの支払い（ペイ・パー・ビュー）

•CME

•素材の埋め込み



新しい検討事項

• 恒久アクセス： 購読期間を超えてコンテンツへのアクセスを保証する
必要性ーキャンセル後のアクセス

• Eジャーナル・アーカイブと保存： 将来のユーザーに対して安定し
たサービスを提供することを保証するー利用可能であることをどのように
保証するのか？

• 研究機関としての責任： たしかにコンテンツ利用は可能になるが、
ビジネスモデルは？

• 複数の異なるバージョン

• 予約購読以外の活動： eプリント、トークン、オンライン広告



検討中のモデル：未来

•印刷物からの離脱

• オンデマンド印刷：購読者は印刷物が必要なときに支払う

• プリント加算：オンライン購読をしたうえで追加料金を支払ってプリント版を購読

•利用量ベースモデルと利用量ファクター

•テキストを超えて： ソーシャルネットワーキング、 セマンティッ
ク・エンリッチメント、 データマイニング、オープンテキスト、ツー
ル、データーベース

• 新しいビジネスモデルが必要とされている



プリント加算：Journal of Neuroscience



利用量ベース・モデル

• これまでの実験は、複雑化の傾向を示している

• ジャーナルの規模と掲載論文数

• スタンダードな利用量とは何か？ 利用ごとの価格とはなにか？

• 基準的事例とそれぞれの環境を考えなければならない

• 誰がユーザー(利用者)で、利用とはなにか？ リサーチ V.S. レポート

• コレクション構築からの必要性

• PDF V.S. PDF + HTML

• 「利用量」とはそもそも何かに関する合意が必要

• 信用が必要



利用量ベース・モデルから利用量ファクターへ

私が利用統計だけに基づいて判断していたとしたら、自然
科学系の巨大雑誌に比べて発行部数がまったくもって
少ない人文学系雑誌の予約は全部キャンセルしたこと
だろう。……テリー・バックネル リバプール大学 エレクトロニック・リソース・マネー
ジャー

“…現代のジャーナル出版者は彼らが提供する価値を立証
するための大きなプレッシャーのなかにある。このプロセスを
共にすることで、出版者はそのプロセスに影響を与え、彼ら
が自信をもって提供できる便利な測定法を育成する手助けを
することができるだろう。”



テキストを超えて



テキストを超えて

Web 3.0/The Semantic Web

機械可読、人工知能、共同の作業グループなど

European Bioinformatics Institute 

このグループは、分子生物学における科学文献から得られる事実の抽出に重点を置く。これは、言語パターンの一致に基づき
、しかしこれに制限せずに行われる。さらに、我々はセマンティック・タイプの曖昧性の除去に関しての研究も行っている（例：タ
ンパク質、遺伝子、種、薬品そして言語バターンを識別するための自動化方式）。いずれのアプローチも、機械学習の専門的知
識及び専門領域の知識を要するものである。



なお、より詳細な情報をお求めの方は、下記までお問い合わせください

エディトリアル・ディレクター
シャーロット・ブラバンツ

Tel: +44 (0) 1865 354860 

Fax: +44 (0) 1865 353835 


